
 

 

 

【障害者総合支援法とは？】 障害者総合支援法は、従来の障害者自立支援法の一部を改正し、平成25年4月

1日に施行された法律です。この法律は「制度の谷間」を埋めるという観点から、障害福祉サービス等の対象

となる障害者の範囲に難病患者※１等が加わりました。今後は、障害福祉サービスのあり方や支給決定のあり

方等幅広い内容について、法律の施行後3年を目途に検討を行う事が規定されています。サービスの提供は市

町村（宮古島市）が行っています。 

 

【宮古島市と沖縄県の役割】 

 

６ 地域での生活の支援 障害者総合支援法の事業 １ 

障害者総合支援法 お問い合わせ先：障がい福祉課 73-1975 

 ※１対象疾患名 
  令和３年１１月から「障害者総合支援法」の対象となる疾病を３６６に拡大しました。 

  詳細はお問い合わせ下さい。 

 

地域生活支援事業 

○相談支援                ○地域活動支援センター 

○意思疎通支援              ○成年後見制度利用支援 

○日常生活用具の給付           ○手話奉仕員養成研修事業  

○移動支援                ○その他の日常生活又は社会生活支援 

○専門性の高い相談支援 ○広域的な対応が必要な事業 ○人材育成 など 

沖縄県 

 支援 

介護給付（P26） 

○居宅介護(ホームヘルプ) 

○重度訪問介護 

○同行援護 

○行動援護 

○短期入所(ショートステイ) 

○療養介護 

○生活介護 

○施設入所支援 

自立支援給付 

訓練等給付（P27） 

○自立訓練（機能訓練・生活訓練） 

○就労移行支援 

○就労継続支援（Ａ型・Ｂ型） 

○共同生活援助(グループホーム) 

自立支援医療（P12） 

○更生医療   ○育成医療 

○精神通院医療 
補装具（P16） 

宮古島市 
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（P27） 



 

 

制度利用までの流れ 

 

サ ー ビ ス に よ っ

て、申 請 後 の 流 れ

が変わります。 

介護給付は 

支給決定まで

２ヶ月かかる時

もあります。 

          【相談】 

各相談支援事業所にご相談ください。 

調査・意向聴取 

支給決定 

事業所との契約 

サービス利用 

（暫定支給） 

＊無い場合も

あります 

宮古島市役所 障がい福

祉課窓口に直接相談も可

能です。 

宮古島市では、15ヶ所の

相談事業所を指定し、

サービス利用計画の作成

を行っています。 

障害支援区分 

決定 

審査会 

退院予定であれ

ば、入院中でも 

申請できます。 

地域生活 

支援事業 

訓練等給付 

地域相談支援 

宮古島市に利用申請 

介護 

給付 

サービスの見直し 

障害の程度や生活環境

が変ったとき、また、

更新時にはサービスの

見直しを行います。 

？ 

！ 

サービス等利用計画案の提出 

サービス等利用計画の作成 
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６ 地域での生活の支援 障害者総合支援法の事業 １ 



 

 

介護給付、障害児通所給付（児童福祉法） 

居宅介護 

(ホームヘルプ) 

ホームヘルパーが一緒に手伝います。 

・身体介護：着替えや入浴のお手伝い 

・家事援助：食事の用意や部屋の掃除 

・通院等乗降介助：通院のために、一緒に病院まで行きます。(P76~82参照) 

重度訪問介護 
重い肢体不自由があり、常に介護を必要とする方の家にホームヘルパーを派遣

し、身体介護や家事援助、外出の支援を行います。（P76~82参照）              

行動援護 
重い障がいにより外出が難しい方が外出する際に、危険を回避するため、ヘル

パーが同行し必要な援護を行います。 

同行援護 
視覚障害をお持ちの方の外出時の移動、代筆や代読を含む視覚的情報の支援 

排泄や食事等の介護その他、外出する際に必要となる援助が受けられます。 

重度障害者等 

包括支援 

重い障がいにより常に介護を必要とする方に対し、居宅介護(ホームヘルプ)など

の複数のサービスをまとめて提供します。 

短期入所 

(ショートステイ) 

家族が病気になったときなどに、短期間、障がい者（児）が施設に泊まることが

できます。（P71参照） 

療養介護 
医療や常に介護が必要な方に対し、医療機関で機能訓練や看護、介護を行いま

す。 

生活介護 
常に介護が必要な方が、主として昼間に介護を受けながら創作的活動や授産活動

に参加することができます。通所での利用も可能です。（P46~49参照） 

施設入所支援 施設に入所し、主として夜間に、介護を受けることができます。（P70参照） 

・放課後等 

 デイサービス 

 （就学児） 

・児童発達支援 

 （未就学児） 

障がいがある子どもに対し、日常生活における基本的な動作の指導や集団生活へ

の適応訓練を行います。（P62~68参照） 
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６ 地域での生活の支援 障害者総合支援法の事業 ２ 
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訓練等給付 

自立訓練(生活訓練) 

障害のある方が、地域での生活で困らないように、自分で身の回りのこ

とをする訓練を、一定の期間、施設や自宅で受けることができます。 

（P54参照） 

就労移行支援 
会社に就職するための訓練を、受けることができます。 

（P53参照） 

就労継続支援(A型・B型) 
会社以外の場所で、支援を受けながら働くことができます。 

（P50~58参照） 

共同生活援助 

(グループホーム) 

障害のある方たちが、アパートや家で一緒に暮らします。 

世話人から、日常生活の手伝いをうけることができます 

・お金使い方の指導 ・食事の用意の練習など（P75~77参照） 

地域生活支援事業 

相談支援事業 
障がい者や家族から障がい者福祉に関する相談を受けます。 

（P4ひらら・くこりもや・あけぼの・てぃだ） 

地域活動支援センター 

日中の活動の場の提供および、支援を行います。 

・生活上の相談 ・スポーツやレクリエーション ・創作活動 

・地域との交流  など（P59~60参照） 

移動支援事業 
ヘルパーが、外出する手伝いを行います。買い物や社会参加の為の外

出などに利用できます（通勤には利用できません） 

地域相談支援給付 

地域移行支援 

精神科病棟や障害者支援施設等に長期入院（入所）している方で地域

生活への移行のために支援が必要と認められる方に対して、相談や体

験その他必要な支援を行います。 

地域定着支援 

単身等で生活することが困難な方で特に支援の必要な方に対し、常に

連絡が取れる体制を確保し、緊急に支援が必要な事態が生じた際に、

必要な支援を行います。 

６ 地域での生活の支援 障害者総合支援法の事業 ２ 
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地域生活支援事業のつづき 

成年後見制度 

利用支援事業 

知的障がい者・精神障がい者が成年後見制度を利用する際に必要な申

立に要する費用や後見人の報酬について補助します。 

意思疎通支援事業 

聴覚や言語・音声機能などの障がいのため意思疎通を図ることに支障

がある方に対し意思疎通をサポートする手話通訳者・要約筆記者等の

派遣を行い、意思疎通の円滑化を図ります。 

手話奉仕員養成研修事業 
手話で日常会話を行うに必要な手話表現・技術を取得した手話奉仕員

を養成し、手話奉仕員として登録し活動します。 

声の広報等 

発行 

視覚障害者に対し音訳（文章をテープに吹き込む）により、広報紙を

定期的に提供します。 

文化芸術活動振興事業 

障がい者などの文化芸術活動を振興するため、作品展、音楽会、映画

祭などの文化芸術活動の機会を提供すると共に、創作意欲を助長する

為の環境の設備や必要な支援を行います。 

レクリエーション活動等 

支援事業 

レクリエ－ション活動を通じて、障がい者などの体力増進、交流、余

暇、スポーツに触れる機会を提供し、社会参加活動を行う為の環境設

備や支援を行います。 

自動車運転免許取得・ 

改造等事業 

自動車運転免許取得に要する費用および自ら所有し運転する自動車を

改造するために要する経費を助成し、就労や社会復帰の促進を図りま

す。 

住宅改修費助成事業 重度障がい者が段差解消など住環境の改善を行う場合に助成します。 

日常生活用具 

給付等事業 

特殊寝台やストーマ用具といった日常生活を容易にするための用具

（日常生活用具）の支給等を行います。（P16参照） 

理解促進研修・啓発事業 
障がい者などの日常生活における困難さ等について地域住民へ研修・

啓発活動を行い、よりよい共生社会を実現できるよう支援します。 

自発的活動支援事業 
障がい者などが、ピアサポート・孤立防止・災害対策・ボランティア

の養成等、自発的に活動する為の事業を行います。 

６ 地域での生活の支援 障害者総合支援法の事業 ３ 
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沖縄県の事業 お問い合わせ先：宮古保健所 72-8447 

事業名 内容 

薬物・アルコール依存症

ショートケア 

沖縄県総合精神保健福祉センター（南風原町）では、アルコール健康障がいや薬物

（市販・処方薬、覚醒剤、大麻等）依存を抱える方を対象として、認知行動療法と

作業療法をグループで行い、健康の回復と生活の質の向上、社会復帰の促進を図り

ます。 ※お問合わせ：相談指導班 TEL098-888-1443 

組織活動育成支援 宮古地区断酒会「あだんの会」、アルコール依存症家族会「やしがにの会」、AA

「エメラルドグリーングループ」の育成支援を行っています。 

※各会の連絡先については、本冊子p83をご覧下さい。 

精神科医相談 ご本人又はその家族が抱えられている心の病や悩みを、宮古保健所で精神科医が相

談に応じます。（偶数月:第3木曜日、奇数月:第3月曜日）プライバシーは保護され

ますので気軽に相談して下さい。 ※事前予約が必要です  

難病 自助組織支援 ★膠原病友の会（四つ葉の会）・・・・・・・・・・2ヶ月に1回開催 

★神経難病患者・家族の集い（とぅんがらの会）・・毎月開催 

★網膜色素変性患者・家族の集い・・・・・・・・・2ヶ月に1回開催 

※各会の連絡先については、本冊子p83 

をご覧下さい。 

宮古島市の事業 お問い合わせ先：宮古島市障がい福祉課 73-1975 

事業名 内容 

入院時意思疎通支援事業 自力で意思疎通を図ることが困難な障がい者（児）が入院する場合に、仕事など

で介護者が不在のときに意思疎通支援員を派遣し、本人の意思を医療従事者に伝

え円滑な医療行為が行えるよう支援する事業です。 

自殺対策強化事業 

 

対面型相談（カウンセリング・要予約）、心の健康講演会等。 

 

組織活動支援 宮古地区精神障害者家族会「みどりの会」、「宮古身体障害者連合会」、 

「宮古地区手をつなぐ育成会」の支援を行っています。 

６ 地域での生活の支援 その他の事業（県と市の事業） 



 

 

【障害児等療育支援事業】 

在宅の重症心身障害児（者）、知的障害児（者）、身体障害児及び発達障害児（以下「障害児等」という。）の地域に

おける生活を支えるため、身近な地域で療育指導等が受けられる療育機能の充実を図り、在宅の障害児等の福祉の向上

を図ることを目的として、沖縄県が実施しています。                                         

実施事業所一覧（宮古圏域） 

事業所名 住所・連絡先 実施事業所 概要 

ふれあいの里 

(地域生活支援センター

さぽーと) 

住所 

〒906-0006 

宮古島市平良字西仲宗根 

       1327-１ 

連絡先 

TEL：0980-74-3719 

FAX：0980-73-5306 

メール 

miyako-support 

 @giga.ocn.ne.jp 

 

さぽーと携帯 

訪問療育 

言語聴覚士による訓練及び相談。 

日常生活の中で活かせる支援を行います。 

 

・言語聴覚士（随時） 

外来療育 

・言語訓練 

・子育て相談 

・療育活動（毎月第2・第4土曜日） 

施設支援 ・訪問・その他随時 

ウェルクリエイト 

支援センターfit 

住所 

〒906-0012 

宮古島市平良字西里 

      1352－2 

連絡先 

TEL：0980-79‐5115 

FAX：0980‐79‐5005 

メール 

wellcreate2016 

    @gmail.com 

 

訪問療育 

療育に関する相談を、ご家庭や通っている場所を訪問して行います。 

離島への巡回訪問も行いますのでご連絡ください。 

また、必要に応じ療育機関や医療機関等とも連携します。 

外来療育 

個別の相談を外来でお受けします。 

〈ペアレントトレーニング〉保護者とお子様のかかり方をよくするた

めのグループトレーニングを行っています。全5回以上のセッション

で行います。支援センターfitの他、学校や保育所等でも行います。 

施設支援 

施設や学校、保育園等の支援者を対象として、障害者特性や療育に関

するご相談や合理的配慮に関するアドバイス等を行います。 

ティーチャーズトレーニングや職員研修へのご協力も行います。離島

へも出向きますのでご連絡ください。 

ビザライ 

住所 

〒906‐0007 

宮古島市平良字東仲宗根 

770-5 みやくるる 

 

連絡先 

TEL：0980‐79‐5474 

FAX：0980‐79‐5475 

 

メール 

bethelight@ 

         arrow.ocn.ne.jp 

訪問療育 ご自宅に訪問し、個別相談、リハビリ、環境調整等 

外来療育 

・個別相談、リハビリ（作業療法士／理学療法士） 

 月～土曜日9:30～16:30 

・子どもとの関わり方を学ぶ会（ペアレントトレーニング／SST） 

 要連絡 

施設支援 

・保育園や幼稚園、学童等に訪問し、職員に対して関わりや環境の 

 工夫を助言 

・子どもとの関わり方を支援者が学ぶ会           

（ティーチャーズトレーニング） 
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６ 地域での生活の支援 その他の事業（県の事業） 

沖縄県の事業 お問い合わせ先：各事業所または沖縄県障害福祉課  


